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示し、これらを韓国語の可能表現と比較する。ここでも可能の助動詞や可能動詞、 fV-doe-J . fV-ji-Jなど可
能専用形式だけを対比するのではなく、それぞれ、可能を表す形式を伴わない動詞そのものの表現も含めた
総合的な観点から対比を行い、 f~状態から~状態になる」といった<状態変化>の意味ニュアンスを持つ







平成 24年 1月 17日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行ったっ引き続き、所定の学力確認を行い、
審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定されたD
よって著者は、博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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